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「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
今
回
の
改
正
内
容
は
、

保
険
料
率
の
改
定
（
賦
課
限
度

額
の
引
き
上
げ
）
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
賦
課
額
の
所
得
割

に
つ
い
て
改
定
、
特
定
継
続
世

帯
に
お
け
る
軽
減
の
拡
充
、
東

日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
居
住

用
財
産
の
敷
地
に
係
る
譲
渡
期

限
の
延
長
を
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　

保
険
料
の
改
定
に
伴
う
市

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

国
民
健
康
保
険
の
当
初
賦

課
が
７
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

４
月
か
ら
７
月
ま
で
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
報
で
の
周

知
を
行
う
。
ま
た
、
納
付
書
の

中
に
も
改
正
の
案
内
を
封
入
す

る
。

問　

今
回
の
改
正
に
よ
り
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

ど
こ
ま
で
値
上
げ
が
続
く
の
か
、

見
通
し
は
あ
る
の
か
。

答　

今
回
の
改
正
に
よ
り
昨
年

と
同
等
の
繰
入
額
を
入
れ
た
場

合
で
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
み
、
国
保
の
医
療

費
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介

護
納
付
金
の
ど
ち
ら
も
下
が
る

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
」

【
説
明
】
介
護
保
険
法
等
の
改

正
に
伴
い
、
従
来
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
基
準

等
に
つ
い
て
、
市
の
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
新

た
に
こ
れ
ら
の
基
準
に
つ
い
て

条
例
を
制
定
す
る
。

　
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
」
は
、「
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
が
利
用
す
る
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
を

定
め
る
も
の
」
で
あ
り
、「
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
」
は
、「
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
利
用

す
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
の
基
準
を
定
め
る
も

の
」
で
あ
る
。

※
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
」
と
は

　

平
成
18
年
度
の
介
護
保
険
法

改
正
に
よ
り
、
新
た
に
創
設
さ

れ
た
サ
ー
ビ
ス
。
高
齢
者
が
中

重
度
の
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
、
可
能
な
限
り
住
み
な
れ
た

自
宅
ま
た
は
地
域
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
24
時
間

体
制
の
サ
ポ
ー
ト
や
認
知
症
ケ

ア
の
充
実
を
図
り
、
地
域
に
開

か
れ
た
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。
市
が
事
業
者
の
指
定

や
指
導
監
督
の
権
限
を
持
ち
、

原
則
と
し
て
市
民
の
み
が
利
用

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
。

【
主
な
質
疑
】

問　

市
内
に
１
カ
所
オ
ー
プ
ン

し
た
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
の
成
果
と
課
題
は
。

答　

オ
ー
プ
ン
か
ら
順
調
で
あ

る
。
課
題
は
現
在
１
カ
所
し
か

傾
向
に
は
な
い
。
経
費
の
増
え

て
い
く
状
況
が
根
本
的
に
変
わ

ら
な
い
限
り
こ
う
し
た
傾
向
が

続
く
と
想
定
し
て
い
る
。

問　

賦
課
限
度
額
が
上
が
る
の

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
年
収
の
世

帯
に
影
響
が
出
て
く
る
の
か
。

答　

医
療
分
に
つ
い
て
は
、
限

度
額
を
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ

り
、
２
人
世
帯
の
場
合
、
年
収

862
万
４
千
円
を
超
え
た
と
こ
ろ

の
方
は
限
度
額
に
達
す
る
。
後

期
高
齢
者
支
援
金
は
729
万
４
千

200
円
、
介
護
納
付
金
は
468
万
３

千
700
円
か
ら
影
響
が
出
る
。

問　

引
き
上
げ
で
所
得
の
な
い

人
は
全
く
影
響
が
な
い
の
か
。

ま
た
、
減
免
制
度
の
実
施
状
況

は
ど
う
か
。

答　

所
得
の
な
い
人
に
は
影
響

が
な
い
。
減
免
対
象
者
は
生
活

保
護
に
案
内
し
て
い
る
。

問　

最
終
的
に
は
広
域
化
や
他

の
社
会
保
険
と
の
統
一
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
国
の
動
向
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
、
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
で
将
来
の
社
会
保

障
制
度
全
般
に
対
し
て
議
論
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
３
党
合
意
の
中
で
も
将
来

的
に
は
国
保
の
広
域
化
と
い
う

言
葉
が
出
て
い
る
。

問　

収
納
率
向
上
の
た
め
の
債

権
回
収
担
当
の
取
り
組
み
は
ど

う
の
よ
う
に
功
を
奏
し
て
い
る

の
か
。

答　

国
保
の
収
納
率
全
体
で
は
、

平
成
22
年
が
73
・
7
％
、
23
年

は
75
・
0
％
、
24
年
は
76
・
1

％
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」

「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

な
い
の
で
待
機
者
が
出
て
い
る
。

問　

徘
徊
模
擬
訓
練
な
ど
、
地

域
の
方
々
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

消
防
訓
練
や
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
等
、
地
域
の
方
々
に
声
を

か
け
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で

顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
り
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
条
例

に
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

問　

条
例
制
定
に
当
た
っ
て
、

従
う
べ
き
基
準
、
標
準
、
参
酌

す
べ
き
基
準
が
あ
る
が
、
独
自

の
基
準
を
設
け
ず
に
省
令
の
基

準
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
根

拠
は
。

答　

当
市
で
は
、
他
市
と
比
べ

整
備
が
進
ん
で
お
り
、
ま
た
質

の
向
上
に
も
努
力
し
て
い
る
こ

と
で
、
市
独
自
の
基
準
を
設
け

な
く
て
も
よ
い
と
の
判
断
に
至

っ
た
。

【
結
果
】
い
ず
れ
も
、
賛
成
全

員
で
可
決

「
市
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
都
市
公
園
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
同
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
、

（
１
）
住
民
１
人
当
た
り
の
都

市
公
園
の
敷
地
面
積
の
標
準

（
２
）
都
市
公
園
の
配
置
及
び

規
模
の
基
準

（
３
）
公
園
施
設
の
建
築
面
積

の
基
準

（
４
）
特
定
公
園
施
設
の
設
置

に
関
す
る
基
準

以
上
の
４
つ
の
標
準
及
び
基
準

「
市
庁
舎
駐
車
場
の
利
用
料
金

等
を
再
考
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
」

「
市
庁
舎
駐
車
場
有
料
化
に
伴

う
陳
情
」

「
市
庁
舎
有
料
駐
車
場
の
利
用

料
金
な
ど
を
再
考
す
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
平
成
24
年
２
月
か
ら

敷
地
を
駐
車
場
運
営
事
業
者
に

貸
し
付
け
、
時
間
貸
し
有
料
駐

車
場
と
し
て
運
営
し
て
い
る
市

庁
舎
駐
車
場
の
料
金
体
系
に
つ

い
て
変
更
を
求
め
る
も
の
。
市

役
所
で
の
用
務
や
周
辺
公
共
施

設
を
利
用
す
る
場
合
は
１
時
間

ま
で
無
料
で
、
そ
れ
以
降
は
30

分
ご
と
に
200
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
市
か
ら
の
説
明
】
駐
車
場
の

有
料
化
は
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
、
目
的
外
使
用
や
長
時
間

利
用
の
抑
制
に
よ
る
混
雑
緩
和

を
主
な
目
的
に
実
施
し
た
。
料

金
体
系
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
が
あ
る
が
、
当
市
の
現

状
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
設
定

し
た
も
の
で
、
現
時
点
で
の
変

更
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　

や
む
を
得
ず
長
時
間
駐
車

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
今
後
市

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　

い
た
だ
い
た
意
見
等
で
対

応
で
き
る
も
の
は
こ
れ
ま
で
も

対
応
し
て
き
た
。
今
後
、
調
布

保
谷
線
の
交
通
開
放
等
、
駐
車

場
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
必
要
に
応
じ
て
可
能
な
も

の
は
見
直
し
て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
い
ず
れ
も
賛
成
少
数

で
不
採
択

を
参
酌
し
て
、
条
例
を
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　

敷
地
面
積
の
基
準
は
都
市

公
園
の
住
民
１
人
当
た
り
５
㎡

以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
市

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

1
・
08
㎡
で
、
全
て
の
公

園
を
含
め
る
と
1
・
79
㎡
で
あ

る
。

問　

基
準
に
比
べ
、
相
当
少
な

い
が
、
何
年
後
を
め
ど
に
近
づ

け
る
の
か
。
ま
た
、
近
隣
市
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

財
源
確
保
の
方
策
等
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。
近
隣
市

で
は
、
東
久
留
米
市
、
清
瀬
市

は
国
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い

が
、
武
蔵
野
市
、
府
中
市
は
達

し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
西
東
京
市
旧
ひ
ば
り
が
丘
団

地
の
樹
木
伐
採
、
そ
の
解
明
を

求
め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機

構
）
に
よ
り
、
ひ
ば
り
が
丘
団

地
内
の
樹
木
が
大
量
に
伐
採
さ

れ
た
。

　

な
ぜ
、
樹
木
を
壊
滅
さ
せ
た

の
か
。
ま
た
、
失
っ
た
市
民
の

財
産
、
遺
産
を
ど
う
復
活
さ
せ

る
の
か
。

【
市
か
ら
の
説
明
】
樹
木
の
保

存
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｒ
と
団
地

自
治
会
が
双
方
合
意
の
上
、
で

き
る
限
り
既
存
樹
木
の
保
全
に

努
め
、
整
備
を
行
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
双
方
で
勉
強

会
等
も
行
っ
て
き
た
と
聞
い
て

い
る
。

　

陳
情
の
内
容
と
し
て
「
地
区

計
画
に
定
め
た
既
存
樹
木
等
の

保
全
に
関
す
る
方
針
に
対
し
、

市
は
、
そ
の
努
力
を
し
な
か
っ

た
」
と
あ
る
が
、
今
回
、
伐
採

さ
れ
た
区
域
は
、
市
道
の
拡
幅

部
分
と
Ｕ
Ｒ
が
売
却
を
予
定
し

て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、

売
却
区
域
に
つ
い
て
も
、
地
区

計
画
の
中
で
今
後
、
公
園
や
緑

地
と
な
る
よ
う
規
定
し
て
お
り
、

伐
採
後
に
あ
っ
て
も
公
園
や
緑

地
が
適
正
に
確
保
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　

自
治
会
と
Ｕ
Ｒ
の
勉
強
会

の
詳
細
は
。

答　

で
き
る
限
り
樹
木
を
保
存

し
て
い
く
た
め
、
残
す
方
向
で

考
え
た
。
し
か
し
、
団
地
建
設

後
50
数
年
が
経
過
し
、
調
査
の

結
果
、
老
朽
化
し
た
樹
木
は
、

い
た
し
方
な
く
残
せ
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

問　

実
際
に
こ
の
地
区
計
画
の

中
で
、
緑
の
確
保
に
関
し
て
ど

の
よ
う
な
配
慮
が
行
わ
れ
た
か
。

　

地
区
計
画
を
立
て
開
発
が
進

ん
で
い
る
団
地
内
の
緑
に
関
し

て
、
地
区
計
画
策
定
時
と
、
現

状
に
乖
離
が
あ
る
状
況
な
の
か
。

答　

地
区
計
画
を
策
定
し
た
段

階
で
、
公
園
、
緑
地
と
い
う
面

で
は
手
厚
く
、
他
に
も
あ
ま
り

例
が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

緑
地
の
地
区
計
画
前
の
面
積

は
、
約
８
・
36 

ha
で
、
整
備
完

了
後
の
面
積
は
、
８
・
45 

ha
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
な
し
で
不
採
択

保谷庁舎駐車場

 
文
教
厚
生
委
員
会

 

建
設
環
境
委
員
会

 
企
画
総
務
委
員
会

　

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し
て
所
管
の

常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会

で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

駅
周
辺
再
開
発
等
特
別

委
員
会
を
廃
止
し
ま
し
た

小規模多機能型居宅介護施設
「みどりの樹」（東町2丁目）

　

平
成
24
年
12
月
に
開
催
さ
れ

た
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、

付
議
案
件
で
あ
る
「
保
谷
駅
南

口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に

つ
い
て
」
の
調
査
報
告
が
さ
れ
、

調
査
事
項
の
一
つ
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
３
月
５
日

に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
臨
時
会

に
お
い
て
、
「
駅
周
辺
再
開
発

等
特
別
委
員
会
を
廃
止
す
る
決

議
」
が
可
決
さ
れ
、
同
特
別
委

員
会
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

報
告
内
容
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
25
年
２
月
15

日
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
第
54

号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


